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研究の背景及び目的

人類の宇宙進出・長期の有人宇宙活動においては、食糧となり、また酸素を
放出してくれる植物の栽培が必須です。地球の１Gという重力加速度環境下
で進化した地球の植物が、地球と異なる重力環境に適応していけるのかが課
題となります。特に、植物体地上部のバイオマス・収量に大きな影響を及ぼ
す根（根系）の発達に及ぼす重力の影響が鍵を握ります。そのために根系を
丸ごと可視化するための手法開発から取り組んでいます。

期待される効果・応用分野

地球の１Gという重力加速度環境下で進化した地球の植物を異なる重力環境に曝すことで、植物
から未知の能力を引き出せれば地上の作物栽培技術に還元できます。国際宇宙ステーションを含
め低軌道での宇宙環境は、民間の利用が加速すると考えられ、実際に宇宙スタートアップ企業が
参入しつつあります。宇宙での植物栽培の経験を活かし、月面農業、スペース・テラリウムの実
現を目指します。

■ 共同研究・特許など
遠心による長期の過重力植物栽培を可能にする装置「植物培養方法及び植物培養装置。特許第48
99052号」を元にし、試験検証を経て、県内企業から長期過重力植物栽培装置が商品化されてい
ます。
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